
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 

 

当社の珈

鮮度が高い

条件を調整

提供してい

以外にも菓

「かきあめ

いで再びか

当社は、

経営してい

の焙煎を行

提供を行っ

着した地名

珈琲以外に

されてきた

石巻のソ

1414940

東日本大震

きあめ」の

再現した「

の肝となる

した。また

結果、不純

味の再現に

現在では

援事例 

社いしか

宮

ジ URL h

1

2

珈琲は、自社

い状態で販売

整して、様々な

います。この

菓子類の販売

め」の復活を

かきあめを販

古来より港

います。「毎日

行い、異なる風

っています。

名等の名前を

にも当社オリ

た「かきあめ

ソウルフード

0 号、同第

震災でその生

の復活を願い

「かきあめ」

る三陸産の牡

た、昔の味を

物完全無添加

に成功しまし

は、地元石巻

【INPIT

かわ 

宮城県石巻市

https://mo

1990 年 

20 人 

にて焙煎直後

売しています

な味のバリエ

ような味への

売も行ってお

願う声を巷で

販売し、地域

港町として発

日飲みたい美

風味の珈琲の

当社が販売

を付けて、愛着

リジナルの菓

め」の復活販

ドとして長年

2124977

生産は途絶え

い、商標権移転

の開発に着

牡蠣エキスを

知る年配の方

加の製法にこ

した。 

巻はもちろん

T 宮城県

市 

onaca.ltd/i

後にパッケー

す。また、珈琲

エーションを

のこだわりが

おりますが、

でしばしば耳

域を盛り上げ

発展してきた石

美味しい珈琲

の販売や店舗

するドリップ

着の持てる商

菓子類の販売

販売を開始し

年親しまれて

7 号）が誕生

えてしまいま

転を完了した

手し、販売に

を加え、地元産

方々に何度も

こだわった素

ん、仙台駅売

県知財総

ishikawa/ 

業 種

資本金

企業概要

ージングする

琲豆の品種に

を持つ当社オ

が当社の強み

地元で昔か

耳にするにつ

ようと決心

石巻で「珈琲

琲」をモット

舗内の喫茶ス

プパックの商

商品展開を行

売も行ってお

しました。 

てきた「かき

生したのは 1

した。地域の

た後、本格的

に至りました

産の金華塩で

も試食をして

素朴で懐かし

売店での販売

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 卸・小

金 500 万

 

ることにより

に応じて細か

オリジナルの

みです。当社

から親しまれ

つれ、自分が

しました。 

琲工房いしか

トーに、各種

スペースでの

商品には、地

行っています

り、昔から地

あめ」（商標

00 年も前で

の復興ととも

的に昔ながら

た。飴のベー

で味を調えて

て頂きました

しい歴史を受

も好調です。

み 

品 

援窓口】 

売業 

万円 

り、常に

かく焙煎

の珈琲を

社は珈琲

れてきた

が一肌脱

かわ」を

種珈琲豆

の珈琲の

地元に密

す。また、

地元で愛

標登録第

ですが、

もに「か

らの味を

ースに味

て作りま

た。その

受け継ぐ
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知財総合支

 かねてよ

からも好評

従来のよう

録が可能か

 新たなド

の仕方やイ

後、出願書

商標の出願

援しました

 その後、

は再販する

きあめ」に

た。商標権

士）派遣も

てからは、

加わりまし

 発売から

げは前年同

 事業を行

域復興の一

面の業種と

になりまし

 知財総合

たことによ

上げに占め

を改めて認

ではありま

支援窓口活

より同社代表

評を得ていま

うに地名を含

かどうかを相

ドリップパッ

インターネッ

書類の作成支

願を行ったの

た。 

石巻のソウ

ることを決意

に関する商標

権者は事業再

も利用しなが

「かきあめ」

した。 

ら 5 ヶ月に 5

同期比を更新

行う上で、商

一助にもなる

とコラボレー

した。 

 

な

準

し

合支援窓口の

より、当社が

める割合も増

認識するとと

ますが、末永

活用の概要

表は、地元の

ましたが、新

含む名前では

相談したいと

ック珈琲の商

ット上で検索

支援を行い、

のですが、拒

ウルフードで

意されました

標権の実施権

再開の目途が

がら、商標権

」の製造や販

5 個入袋で 3

新しました。

商標の重要性

ることを自覚

ーションした

窓口担当

地元愛旺盛な

く商標権の譲

備したとの

ていただきた

の支援を受け

が独占して「

増加しており

ともに、ブラ

永くこのブラ

窓

窓口

（記：窓口

の様々な地域

新たな商品の

はあるが、色

とのことで当

商標登録の可

索される類似

出願から登

拒絶理由通知

である「かき

た。「かきあめ

権が必須とな

が立たない状

権の移転登録

販路開拓等に

3 万袋を販売

 

性を認識する

覚したようで

たり、様々な

当者から一

な同社代表の

譲渡に成功

ことであり、

たいと思いま

企業か

け、石巻の地

「かきあめ」

ります。地元

ランド力の大

ランドを大事

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

域名を冠した

のドリップパ

色彩やデザイ

窓口を尋ね

可能性を確認

似名称の周知

登録まで恙な

知を受けたた

きあめ」の生

め」を復活さ

なるため、そ

状態であった

録に関わる支

について、商

売し、相乗効

るとともに、

です。もとも

な商品展開を

一言 （氏

の行動力や幅

したと思いま

、地元地域に

ます。 

からのメッ

地域ブランド

を販売するこ

元の人達が「

大きさに驚い

事にしていき

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

たドリップパ

パック珈琲を

ンを考慮し

られました。

するために、

知性等につい

なく進めるこ

ため、その対

生産が途絶え

せて販売する

その権利の使

たので、商標

支援を行いま

商工会やよろ

効果で主力の

ブランド戦

もと企画力に

を考え実施す

名：森 一

幅広いネッ

ます。今後は

に留まらず、

セージ 

ドである「か

ことが可能に

「かきあめ」

いています。

たいと考えて

概要 

概要 

ったところ

ック珈琲を販

販売するに

したパッケー

。 

、J-PlatPa

て助言や支援

とができま

応として意見

てしまった

るには、まず

用許諾や譲

標権の譲受を

した。無事

ろず支援拠点

のコーヒー販

略も併せて考

優れた同社代

る上で、常

一英） 

トワークがあ

は、外国人向

、全国そして

きあめ」の商

になり、「か

の再販をいか

過去の創始者

ております。

ろ 

販売してお

あたり、考え

ジであるため

at による類似

援を行いま

した。更に、

見書作成等に

ことを知った

ず、他者が保

渡について支

提案し、専門

商標権の移転

点等の連携機

販売も好調で企

考えるように

代表であるの

に商標を意識

あったからこ

向けのパンフ

て海外への販

商標権の譲受

かきあめ」が当

かに待ち望ん

者から引き継

。 

り、購入者

えた名称が

め、商標登

似商標調査

した。その

、２件目の

について支

た同社社長

保有する「か

支援しまし

門家（弁理

転が完了し

関も支援に

企業売り上

になり、地

ので、多方

識するよう

こそ、滞り

フレットも

販路も確立

受に成功し

当社の売り

んでいたか

継いだ商標


